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有田和正の授業観 の転換 についての一考察

切実性論争に着目して

奥村好美

1.は じめに

本稿は、切実性論争に着目して有田和正の授業観の

転換を考察するものである。

有田和正(1935～)は 、社会科の授業づくりで注目

をあびた小学校教師である。有田は、1962年奈良女子

大学文学部附属小学校の研究発表会で長岡文雄の授業

に出会って以来、長岡の授業から大きく影響を受け、

長岡の授業に追いつくことを目標にかかげてきたとい

う1。有田は、長岡と同様に社会科の初志をつらぬく会

(以下、初志の会と記す)に 所属 し、授業づくりに励

んだ。初志の会とは、戦後社会科の初志である、新し

い民主的な社会を主体的に創造する人間は子どもの切

実な問題解決を核心とする学習によってこそ育つ、と

い う考えを重視 し、日本の教育政策が系統主義へと転

換したことを批判して1958年 に発足した会である。

切実性論争とは、この有田和正 ・長岡文雄の問にお

きた論争である。1982年有田が初志の会で提案 した授

業 「道の変化とくらしの変化」をきっかけに、『授業研

究』誌上で両氏の論が展開された。有田の授業で取り

上げられる問題は子どもにとって本当に切実な問題か

という点を中心に議論は行われた。長岡から影響を受

けてきた有田が、長岡との論争にいたった背後には、

有田の授業観の転換がある。

本稿では、初志の会の長岡から大きな影響を受けて

いた有田が、なぜ長岡との論争にいたるほどに授業観

を転換させたのかを探るため、有田の授業を分析する。

それによって有田の転換を捉え直すことを目的とする。

分析に際しては、福岡教育大学附属小倉小学校で行

われた長岡が評価する有田の実践 「小倉の町のゴミ」

と、筑波大学附属小学校(当 時の東京教育大学附属小

学校)で 行われた切実性論争のきっかけとなった実践

「道の変化とくらしの変化」の2っ を取り上げる。ま

ずは分析に先立ち、切実性論争をまとめるとともに、

有田の実践分析の視点を整理する。

2.切 実性 論 争

(1)有 田 ・長 岡論争

切 実性 論争 は、1982年 有 田が初志 の会 で提案 した授

業 「道 の変化 とく ら しの変化」 を きっか けにお きた。

初 志 の会 が発 行す る雑誌 『考 え る子 ども』 に は、そ の

授 業 の分 科会 報告 が掲載 され てい る。 そ こで は、長岡

が有 田の授業 につ いて批判 的 な指 摘 を行 った こ とが報

告 され てい る2。

こ うした経緯 か ら、有 田 ・長 岡両氏 が 『授 業研 究』

誌 上で論 を展 開 した。 まず 、有 田は問題 解決 学習 にお

い て 「わた しも長 岡先生 の よ うに生活 を徐 々に掘 りお

こす こ とか ら問題 を もたせ よ うとして きた が、東京 の

子 どもた ちに は通 じなか った。子 どもたち の現在 の生

活 には、解 決 しな けれ ば な らな いよ うな切 実 な問題 は

存在 しない の であ る。[中略 】わ た しは、子 どもの 実態

に合 う導 入法 を工夫 せ ざる を得 な くな った。 【中略]す

なわ ち、鋭 く切 り込 む教材(こ れ をわ た しは授 業 のネ

タ と よん でい る)を さが し、ズバ リ切 り込 み 、子 ども

の意表 をつ き、 追究 のエネル ギー を引 き出す よ うに努

力 して きた」3と述 べ た。 ここか ら、有 田 自身 は授業観

の転換 の理 由 を子 どもの実態 に合 わせ て追究 を引 出す

工夫 と自認 して い るこ と、 また転換後 は、問題解 決学

習にお い て子 どもに 問題 を持 たせ る際 に主 に子 どもの

意表 をつ く教材 を用 いる よ うにな った こ とが分 か る。

一 方
、 長 岡 は有 田に対 し 「『意 外性 一 常識 とは矛

盾 す るよ うな事 実 の開発 に意 をそそ ぐこ と』 『教 師 が

き ちん と教材研 究 を して提示す べ きだ』 とい うこ とに

異 存 はない。 た だ、教材 開発 の基本 姿勢 に問題 はな い

だろ うか。『子 ども本然 の問い 』、 これ を は ぐくみ育 て

64



るこ とを教育 の根 幹 に据 える立場 が ぐ らつい てはい な

いか。[中略]「『〈 この子 〉に とっての意 味』 の洞 察 が

弱 くなって はい ないか。 教材優位 、教 師優位 で走 りか

けて はい ないか 」4と 疑問 を投 げか けた。 この よ うに、

長岡 は、問題解 決 学習 におい ては 「子 ども本然 の問い 」

を問題 に位 置 づ け るべ きだ と考 え、有 田が意表 をつ く

教材 を用 い て子 ども達 に問題 を持 たせ よ うとす る こ と

を批判 してい る。 ただ し、長 岡は 問題 を持 たせ る際 の

ことだけを批判 してい た訳で な く、有 田の教材優位 ・

教師優位 の姿勢 そ の ものを批 判 して いた とい えよ う。

以上 よ り、切 実性 論 争 にお いて は 、有 田が 教材 優

位 ・教 師優 位 の姿 勢 とな り、子 ども達 に 問題 をもたせ

るた めに意表 をつ く教材 を用 い るこ との是非 が論 じら

れてい た とい え る。 ま た、有 田 自身 は授 業観 の転 換 の

理由 を子 どもの実態 に合 わせ るた めの工夫 と自認 して

いた こ とが分 かっ た。

(2)有 田 ・長 岡論 争 以降の展 開

有 田 ・長 岡論 争 を受 けて、谷川 彰英 は、切 実性 につ

いて2つ の論文 「"切実 な問題"と は一 切 実性 の検討一 」

5と 「社会 科 に とっ て"教 材 の切 実性"と は何 か 」6を

発表 してい る。 これ らの論 文 を通 して 、谷川 は、方 法

におけ る切 実性 と認識 にお け る切 実性 とい う2つ の視

点を提起す る。谷 川 は、長 岡 を〈切 実 で ある 〉派 、有

田をく切実 に な る派 〉と し、両者 ともに方法 にお け る

切実性 に関わ る とい う。そ の上 で、谷川 は、社 会科 の

授業 を考 え る時 この視 点 だけで論 じるこ とはあま り生

産的 で はない と考 える。谷川 は 「方 法 にお ける切実 性

と認識 にお け る切 実性 を組 み合わせ た複 雑 な構 造 を作

り上 げ るこ とが 不可欠 だ と考 えて い る」7と い う。

谷川 論文 の うち1つ は 、『教育科 学社 会科教 育』誌

上の特集 に掲 載 され た もので ある。 谷川 論文 を受 け、

同誌 上で は、谷川 提案 へ賛否 両論様 々 な意見 が述べ ら

れてい る。谷 川へ の指 摘 の うちい くつか を例 としてあ

げてみ よ う。 藤 岡信勝 は、谷 川の論 文 は切 実 の意味 の

分析や 定義 がな され ていな い と指摘 す る。 藤 岡は、 同

じ 「切 実」 とい う言葉 で も使 う人 に よって、 また 同 じ

人であって も時期 や文 脈 によって意 味が異 な る とい う。

その上で 「切 実」 とい うこ とば を使 って い る人 た ちの

表象す る内容 の 共通 す る側 面 を推 測 し、 「他者 か らの

直接 的な指示 や働 きかけな しに、子 どもがた くさん の

事 実 をそれ に結びつ け て考 えて い るよ うな 問題 があ る

とき、 その 間題 は、そ の子 どもに とって切 実 な 問題 で

あ る」8と捉 え、有 田が 開発 した教材 の多 くは、 この意

味 で 『切 実性 』 の要 件 を満 た してい る とい う9。

ま た、山根 栄次 は、谷川 論文 では切 実性 が教材 に と

って必要 条件 か ど うかが はっ き りしない こ とや、切 実

性 とは誰 に とって の ものか、いつ の時 点で の ものかは

っき りしない ことを指摘 してい るlo。

こ うした議 論 に続 いて 、別の場 で米 山忠彦 は谷川 の

切 実 さに関す る定義 は明快 さに欠 け誤解 を受 け る面 が

み られ る こ と、有 田 ・長 岡実践 の分析 は谷 川 の提示す

る視 点 だけで はで きない とい うこ と、 さらに有 田 と長

岡 は子 どもに とって 「切実 な問題 」が成 立 してい る と

考 え る状 態 が違 って い る とい うこ とを指 摘 して い るU。

この よ うに、有 田 ・長 岡論争 後 、展 開 され た議論 に

お いて は、主 に 「切 実性」 の検 討 が行 われ て いた。そ

れ ぞれ の意見 は様々 であ るが、使 う人(有 田や 長岡 な

ど)や 状況 によって 「切実」 の意 味が異 な る ことにつ

い ては多 くの論 者が指 摘 していた。

(3)分 析 の視 点

以 上、切 実性 論争 に関わ る見解 をま とめて きた。以

上 をふま え る と、有 田の2つ の授 業 実践 を分析 す る際

に注 目すべ き点 がみ えて くる。

それ は、授 業 におい て有 田が教材優位 ・教 師優位 の

姿勢 とな り、意表 をつ く教材 を用 い て子 ど も達 に問題

を持 たせ てい るか ど うか とい う点 と、その結 果 、子 ど

もが どの よ うな切 実性 を感 じて追 究 を行い 、 どの よ う

な認識 を深 めた のか とい う点で あ る。

まず 、切 実性論争 で は、有 田が教材優 位 ・教 師優 位

の姿勢 とな り、子 ども達 に問題 を持 たせ るた めに意表

をつ く教 材 を用 いる よ うにな った こ とが批判 され てい

た。 これ らの批判 が本 当で あったの かにつ いて の事実

を確 かめ る必 要 があ るだろ う。

次 に、切 実性論争 で は、使 う人 や状 況に よ って 「切

実」の意 味が 異な る ことを多 くの論 者 が指 摘 していた。

その ため、長 岡が評価 す る有 田の授業 と、切 実性論 争

のき っか け とな った授 業 それぞれ にお いて、 子 どもが

どの よ うな 「切実性 」を感 じて追究 を行 い、その結果 、

どの よ うな認識 を深 め たのか を分 析 したい。 これ らに

注 目す る こ とで、有 田が育 て る子 どもの姿 の変化 が明
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らか にな るだ ろ う。 そ れ によっ て、有 田が長 岡や初 志

の会か ら どの よ うな部 分 を引き取 りどの よ うな部 分 を

転 換 させ て いっ たのか 、 さ らに は、授業観 の 転換 の理

由は本 当に子 どもの実 態 に合 わせ るた めだ けであ った

のかが分 か るだ ろ う。 よっ て、 上述 の点 に着 目しなが

ら、以下 、有 田 の2つ の実践 を分析 して い く。

3.「 小倉 の町 の ゴ ミ」実践

(1)「 小 倉 の町の ゴ ミ」実践 内容

こ こで は、長 岡が評 価す る 「小 倉 の町の ゴミ」 実践

を分析 したい。 なお 、 この授 業 は、初 志の会 の霜 田一

敏 との共 同研 究 として行 われた。 そ のため 、長 岡だ け

に とどま らず、初 志 の会 の考 え方 に沿 った授 業 であ る

と考 え られ る。 この授 業 は、第3学 年 で行わ れた。

「小倉 の町 の ゴ ミ」 での 目標 は 、 「子 どもた ち が、

これ まで に とらえてい るゴ ミにつ いて の認 識 を も とに

して 問題 を発 見 させ 、 その 問題 の追 究 を通 して、市 民

と市役所 の仕 事 との関係 を深 くと らえ るこ とがで きる

よ うにす る」12こ とで あ る。

資料1「 小倉の町 のゴ ミ」単元展 開(24→29時 間)

(下線 部分 は実践の結果 変わった ところ)

① 追究問題 を確 かにもつ(4→8)-
a教 室の ゴミの分析研 究b学 校の ゴミは どのよ うに処

理 しているか調べ るcゴ ミ収集 の仕事は、誰 がす るの

か調べるd清 掃工場 ・終末処理場 ・下水処理場の見学

をするe追 究問題 をかた める

② ゴ ミは どの よ うに して集 め られ どんな しくみで始末 さ

れているか調べ る(4→3)一
③ いつ頃か ら どんな ゴ ミができ、そのゴ ミや処 理の仕方

は どのよ うに変わってきたか調べ る(4)

④ ゴミ収集や 処理の仕方 には、どんな問題が あるか考 え

る(3)

×a年 々増加 しなが ら変化す るゴ ミ対策 ×b処 理 場

の分布を地 図にあ らわ して考 える ×c集 め方 の問題

→Oa清 掃作業をす る人の仕事 について考 える 【第16

趾

⑤ 日本 と外 国の ゴミの違い について調べ、 これ か らの ゴ

ミ処理の仕方 について考 える(3)

⑥年末年始の ゴミ処理 の仕方 について考える(1)

⑦ 下水処理の仕方 とそ の変化 について調べる(2->4)
×⑧ 目明下水 処理場は、誰 が、 どの よ うにしてつ くった

か調べ る(2→0)

⑨ ゴ ミ以外の市役所 の仕事 について調べる(2→1)一
×⑩町 のこ とで、わた した ちの願 いが どの よ うに実現 さ

れてい るか調 べる(2→0)

⑪追究の仕方 の反省 をす る(2)

【資料1は 、有 田和正、霜田一敏 『小学校社会科 の授業①

市や町の しごと』(国 土社、1973年 、pp.40-41)を も

とに筆者 が作成1

資料1は 、 「小 倉 の 町の ゴ ミ」 の単 元展 開 で あ る。

資 料 をみ る と、単元 は、教 室の ゴ ミの分 析 を行 った り、

清掃 工場 の見学 を行 った りす るこ とか ら導 入が行 われ

てい る(①)。 子 どもの生活 を掘 り起 こす 活動 が 単元の

始 め に位 置づ け られ 、そ の上 で学級 で追 究 問題 が かた

め られ て いる。 こ うした流れ か ら、問題 をもたせ る際

に意表 をつ く教材 は用 い られ て いない と考 え られ る。

また 、資料1か らは、 当初 の単元 計画 か ら単元展 開

が 大 き く変 わっ てい る こ とが分か る。 これ は、子 ども

の追究 の様子 な どに応 じて、 柔軟 に単元展 開を有 田が

変更 してい ったた めで あ る。 この よ うに 「小倉 の町 の

ゴ ミ」 におい ては 、教師 優位 ・教材優 位 で はな く、む

しろ子 ども優位 で授 業が進 め られて い るこ とが 分か る。

(2)実 際 の授 業場 面

ここで は、有 田 の授 業 を よ り具体的 に 明 らか にす る

た めに、 「小 倉 の町 の ゴ ミ」の実 際の授 業 の様 子 を検討

す る。資料2は 「小倉 の町 の ゴ ミ」の第16時 の授 業の

一場 面を ま とめた もので ある
。

資料2「 小倉の町の ゴミ」第16時 の授 業13

Tl:ゴ ミ集めの問題 について で したね。江 島さんが、ノ
ー トにこんな ことを書 いてい ました よ

。

松浦2:何 と思 う?

T3:み んなは、ごみ集めの仕事 をす る人 をふやせ ばよい

とい うが一 読んでみ よ うね。

わたしたちは、かんたんに、しゅうしゅう車や じゅうぎょう

員をふやせばいいといってきま した。しか し、ゴミのりょう

や しゅるいがかわ った らなにがかわるか、という勉強をした

ときに、しゅうしゅう車や、さぎょう員をふやすのは大へん

だと思いました。[中 略]人手が足 りないので、いそがなくて

はな らない。だか ら、いそごうとしてついらんぼ うになるの

ではないかと思います。[後略]

広瀬4:ぼ くの ところでは、今年 になってか ら市役所が集

めに来 るよ うになったが、その前 は、 自分の家で始末

していて、それ か ら、村 の中にゴ ミ集 めをする人がで

きて、その人 が集 めていま した。

T5:ゴ ミ集めの ことで、気がっいたこ とがあった ら出 し

て くだ さい。

堀6:ぼ くの家は、ポ リバケツで ゴミを出 してい るんです

け ど、 ゴミを とった あ とバケ ツが、五十 メー トル くら

い先にいって ゴロゴロころが してお いた り、 どぶにお

ちた りす ることが とき どきあって困 ります。

[中略】

松浦33:ぼ くた ちがね、先生、乱暴 にさせてい ることも

ある。

池 田34:そ うそ う!

T35:あ っ、松浦君が何 かいっ とるぞ。

松浦36:高 力 さんがいった ゴミを散 らか してい くとか、

しごとが乱暴だ とかは、ぼ くたちが ゴミを入れ る とき
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道路 に散 らか した りして、手間がかか った りするので、

ぼ くたちが悪 い こともあって、ち ょっ としご とが乱暴

になってい ると思います。

T37:ぼ くたちが、 どんなふ うに悪 いの?

松浦38:ゴ ミを道路にこぼ した りね、それか ら、清掃車

がいって しまってか らゴ ミを出 した りす る。

T39:こ れ はいい意見だね。 今までの意見は仕事 をす る

人 に気 をつ けても らいたい とい うこ とで したね。松浦

君は、ぼ くたちの方 も悪 いん じゃないか とい うのだね。

岩 本40:と は言 えない。

福 田41:松 浦君 につ け加 えですが、東町 の ところで よく

見 るんですが、や っぱ り車 がものす ご く多いので、ゆ

っ くりは しって いると後か ら警笛 を鳴 らされ るか ら、

お じさんが頭 にきて、かん しゃくをお こす か ら乱暴に

なるん じゃあ りませんか。

[中略]

T53:今 とって もいい意見が 出ている と思 うよ。作業員 さ

んが仕事 をていねいに して くれない一 これが今問題 に

なってい るこ とだね。 そ うだ とした ら、それに はそれ

ぞれ理由があるん じゃないか とい う意 見だね。…[後

略

【資料2は 『小学校社会科の授 業①一 一市や町の しごと』

(国土社、1973年 、pp.74-87)を もとに筆者 が作成】

授 業例 を見 る と、有 田が 子 どもの ノー トを紹介 す る

ところか ら授 業 が始 まっ てい る(T1)。 子 どもの考 え

を も とに授 業 は始 め られて い る。

話 し合 い に お い て は 、 「○ ○ さん が言 っ た × ×は

…」(松 浦36)「 ○○ 君 に付 け加 え です が …」(福 田

41)な ど、他 の子 どもの意見 をふ まえた発 言 が多 く、

学級 集 団で の話 し合 い に よって子 ども同士 で思 考 を深

めなが ら追究 が行 われ てい く。子 どもの発言 は、 自分

の生 活の 中で の ゴ ミに関 わ る経験 に も とつ いた ものが

多 い。 有 田は、 子 ども達 が経 験 に もとつ い て話 し合 う

中で生まれ た新 しい視 点 な ど(松 浦33や36)を 取 り

上 げ、話 し合い の中 に位 置付 けて い く役 割 を果た して

いる(T39やT53)。 有 田が教 材や発 問 を用い て子 ども

の意表 をつ いて いる様子 は ない。 有 田は子 どもの話 し

合い の調 整役 を務 めな が ら、子 どもに新 しい視 点が獲

得 され るの を待 ってい る。 そ の結 果 、子 ども達 は生活

経験 にも とづ き ゴ ミ集 めの問題 の原因 へ の理解 を深 め

てい るこ とが分 か る。

この よ うに、 「小 倉 の町 の ゴ ミ」 授業 にお いて は、

有田は、子 ども達 が 白分 の経 験や それ に も とつ く考 え

をも とに学 級集 団 で話 し合 うこ とに よって思 考 を深 め

ていけ るよ う促 していた。 そ こで は、教 師優位 ・教 材

優位 の姿勢 はみ られ なか った。子 ども達 は生 活経験 に

もとづ きゴ ミ集 めの問題 の原 因 へ の認識 を深 めていた。

(3)子 どもの追究

ここで は、 「小倉 の町 のゴ ミ」単 元全 体 を通 した子

どもの ノー トを素材 に、切実 性や 子 どもの認 識の変容

をみて い こ う。

その際 、 この単元 にお ける抽 出児 の一人 、小 野美 穂

を中心 に見 て い くこ とにす る。 有 田に よる と、小野 は

クラスー小 さい子 どもで、学力 は低 く、具 体物 がない

と考 え きれ な い ところが あっ た とい う14。

単元 の初 め、小 野 は捨て られ る ゴ ミにつ い ては無 関

心 で あっ た とい う15。しか し、追 究 が始 ま る と、小野

は少 しず つ 関心 をもっ て ゴミにつ いて考 え始 め る。 単

元 初 め頃の ノー トには次 のよ うな文がみ られ る16。

ゴ ミは、 どこの人 があつ めにくるのか、 どんなかんけい

が あるか とい うのは、わた しの考えです けど、わた しは、

しや く しょにたのまれ てい る人が、 くみ と りと、 ゴミと

りにわかれていて、わた しは、 しや くしょが ちゃん とゴ

ミとりに くるんだ と思います。

ゴミを と りにくる人は、一週間になんべん くるか。 しっ

ているのは、魚町、たんが市ば、ま るわの ところか ら、

か どの しょくど うの ところまでまい 日きます。

ゴ ミにつ いて の自分 の予想 や経験 が記 され てい る。

次の文 は 、学級 で本格 的な追究 が行 われ る よ うにな

ってか らの文 であ る17。

ゴ ミの りょう。 わた しの家 は、一 日に、ポ リバ ケツには

んぶ んです。多 いときはいっぱい になるそ うです。そん

な ときは、大 きなゴ ミがあるときです。食 ど うのゴミの

りょ う。 わ た しの家の前の食 ど うは、す くない ときで も

ポ リバケツニはいです。多い ときには四はい ぐらいあ り

ます【中略】思 った こと。食 堂や おみせの ゴミはべつ に し

て、かぞ くの多い ところは ゴミの りょ うは多いが、一人 、

二人 の ところはす くないです。

小野 が ゴ ミにつ いて 自 ら調 べ、 ゴミについ ての認識 を

深 め てい ってい るこ とが分 か る。

次 第 に小野 は、父親 とお祭 りに行っ ても、子 ども会

のおた の しみ ス ライ ドを見 て も、 ゴ ミのこ とを追究す

るほ どに ゴ ミ学習へ熱 中 してい く。 冬休み には、毎 日

ゴ ミにつ いて調 べ、調 べ た結果 をノー トに書 き込 んで

い った。 その内容 は、 年末 に収集 車 が二回 来 たこ と、

初 も うで に行 った時 のゴ ミの こ とな ど様 々 で ある。 単

元の最 後 には、次 の よ うに記 してい る18。

わた しは、き ょ年の夏 ごろ、ゴ ミのこ とを した とき、一

つ もわか りませんで した。 だけ ど、今 はゴ ミのこ とをき

かれ たら、ほ とん ど答 えられる と思 います。[中略】ゴ ミの
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べんき ょ うを して、い ちばんいん しょうにのこったこ と

は、年末 の ゴミの こともあ りますが、それ よ りも、 ゴミ

を とるお じさんのこ とについてべん きょ うしたのが、わ

た しには、まだおぼえていて、わすれ られませ ん。

この よ うに、小野 は熱 心 に学 習 に取 り組 み追 究力 を

身 につ け、ゴ ミに 関す る認 識 を深 めてい った。小 野 は、

日常生活 のな かで ゴ ミの ことばか りを考 え、追 究 を行

っ ていた。 授業 で有 田が 問題 を持 たせ る よ う働 きか け

るこ とは ない。 小野 は、生 活の 中で次 々 と ゴ ミについ

て調 べたい こ とを見つ け、 それ を 自 ら解 決 しな けれ ば

な らない状態 となっ てい たこ とが分 か る。 こ うした意

味 で、小 野 は切実性 を感 じていた こ とが分 か る。

一方
、 小野 が ゴ ミで学 ん だ ことを、単元 の 目標 であ

った市民 と市役 所 の仕事 との関係 へ と一般 化 で きてい

るか につ いて は疑問 が残 る。小 野の ノー トの記 述 は、

自分 が調べ た ことに もとつ くものが 多い。 小野 は生活

の 中で ゴ ミにつ いて の認識 を深 めて いた。 しか し、 自

分 の経 験 を離れ 、市民 と市役 所 の仕事 との 関係 として

ゴ ミについ て記 した もの はみ られ ない。 子 ども優位 で

授 業 を進 めた場合 、教 師が教 えた い こ とへ と子 どもを

導 くこ とは難 しい と考 え られ る こ とか ら、 これ は小 野

だけ にあて はま るこ とでは ないだ ろ う。

これ に関 して、市 民 と市役所 の しご ととの 関係 を子

ど も達が深 く とらえ るこ とが でき ていたか につ い ては、

初 志 の会 の なか か ら も疑 問 が投 げか け られ てい る19。

初志 の会 に所属 す る市 川博 は、授 業 のね らいが達 成 さ

れ なかっ た原 因 として有 田が子 どもたちが進 む方 向 を

閉 ざ して しま ったの では ないか と指摘 し、教 師が社 会

科 学 的な 目を もつ こ とと、 それ を子 どもに教 え込 む こ

と とは同一 で はない こ とをはっ き り認識 すべ きで あ る

とい う。 しか しなが ら、初志 の会 にお いて市川 の 主張

へ の 賛同者 は少 なか っ た とい う20
。 これ は 、初 志 の会

全 体 として は、 あま り社 会認識 の獲得 が重視 され てい

ない ことの あ らわれ で あろ う。

なお、単 元計 画か ら分 か るよ うに、 ゴ ミ以 外 の市役

所 の仕事が 全 く取 り上 げ られ なか ったわ けで はない。

単元 の最後 に30分 ほ ど、6人 の子 どもた ちが市役 所や

区役 所へ行 っ て、市役 所 の しご とにつ いて模 造紙 に ま

とめた ことを発 表 した とい う。

これ らの こ とか ら、 「小倉 の 町 の ゴ ミ」授 業 にお い

ては 、次の こ とが分か った。 まず 、有 田の教 師優位 ・

教 材優位 の 姿勢 はみ られ ず 、意表 をつ く教材 も使用 さ

れてはいなかった。子 ども達は生活の中で自ら調べた

いことを見つけ、それを解決 しなければならない状態

となっているという点で切実性を感 じていた。一方で

子ども達が自分の経験を離れて単元の目標に到達でき

ていたかどうかは確かでなかった。

4.「 道 の変化 と くら しの変化 」実践

(1)単 元展 開

こ こでは、切 実性論 争 の きっか け とな った 「道 の変

化 とくら しの変 化」 実践 を分析 した い。 第3学 年 の授

業 であ る。 この単元 につ いて、有 田は次 のよ うに述べ

てい る。「墓 地 の遠 心 的拡大 に 目をつ けて、町の広 が り

を と らえ させ てみ よ うと考 えた。 【中略]墓 地 の遠心 的

拡 大 は、鉄道 の遠 心的拡 大 を意味 し、人 家の遠 心的 拡

大 をあ らわ してい るの であ る。 この鉄道 の延長 を可 能

に した のは 『鉄』 であ り、 これ が生 活 を大 き く左 右 し

始 めた ので あ る。[中 略]こ の交 通機 関 の変化 をす べ て

『道 の変化 』とい う観点 で とらえ、これ との対 応 で 『く

ら しの変化 』を考 えて きた」21とい う。この こ とか ら、

有 田は墓地 を きっか けに して、 交通機 関の広 が りと町

の広が りの関係 、 さ らに は くら しとの 関係 を捉 え させ

る こ とを単元 の 目標 として いた とい えよ う。

資料3「 道の変化 とくらしの変化」単元展 開(19時 間)

①創 立記念 日を契機 として、学校のできた頃の様子や変

化 について 「歴 史のカンヅ メ室」で調 べる(3)

②学校が できた頃(お よそ百年前)の 文京 区の人 々の く

らしや 町の広 が りについて調べる(4)

③東京の町の広 が り方 について調べる(5)

●墓地 と寺院 の分布 で、百年 前の東京 の広 が りを考え る

く第9時 〉

●墓地の遠心的拡大 と交通機 関の広が りの関係 を調 べる

④ 変わってきた文京区の人々の くら しについて調べる(4)

⑤ これまでの学習 を整理 し、年表や紙芝居 ・パノラマ ・

卸,図かPに 主rめ ろr3、

【資料3は 、有田和 正 『学級 づ くりと社会科授業 の改造 ・

中学年』(明 治図書、1985年 、p.113)を もとに筆者 が作成】

資料3は 、 「道 の変化 とく ら しの変 化」 の単 元展 開

で あ る。 単元展 開を見 る と、 まず創 立記念 日を契機 に

子 ども達 が通 う学校 につ いて の調べ学 習か ら単 元の導

入 が行われ て い る(①)。 子 ども達に とっ て馴染み の深

い学校 か ら導入 が行 われ てい る ことが 分か る。

単 元展 開か らは、有 田が意表 をつ く教材 を使 ってい

るか ど うかは分 か らない。 ただ し、 「小 倉 の町の ゴ ミ」

の よ うに、単 元計 画 に変更が あ った様子 はみ られ ない。
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(2)実 際 の授 業場 面

こ こで は、有 田 の授 業 をよ り具体 的 に明 らかにす る

た めに、 「道 の変 化 とくら しの変化」の実際 の授 業 の様

子 を検討 す る。 資料4は 「道 の変化 とく ら しの変化」

の第9時 の授 業 の一場 面 をま とめた もの であ る。

資料4「 道の変化 とくらしの変化」第9時 の授業

墓地 とか寺 とかに 目をつけるの も一つの方法 だ とい う

ことです。時間がす ぎたので終 わ りま しょ う。

T3:今 日は 「学校 ができた頃(百 年前)東 京の町は どこ

までか」 とい うことを考 えるのだったね。

C4:そ うです。

T5:百 年前 学校 ができた頃ね、東京 の町 の範囲は ど

こまで くらいだった と思いますか?

高橋6:あ のね一 え、青梅 の方で石灰石 がたくさん とれて、

それで東京 の町の方で必要だったと思われ るか ら、青

梅まで くらい町 だったん じゃないか と思います。

塩野7:ま さか一一 、あんな遠 い所まで?

[中略】

Tl7:で は、この資料 を見て考 えても らいま しょ う。<東

京 の地図の資料提示 〉

中村18:な ん じゃ、 これは?

[中略】

内藤60:先 生、黒板の地図の◎ は何です か?

T61:何 だ と思 う?

[中略】

中村68:先 生、それは墓地で しょ う。 地図の墓地 があっ

てるもん。<他 の子 ども一斉に地図をみ る>

C69:そ うだ、墓地だ。

[中略】

T79:日 本で初 めての 「公営墓地」、都 が、当時 は市かな、

市が市民のためにつ くった。大きな墓地 をつ くるとき、

どんな ところにつ くるだ ろうね。

高橋80:そ れ は、「町 はずれ」で しょ う。

[中略]

T95:墓 地をつ くった ときは町はずれだったんだか ら、東

京の町は 。

C96:そ の内側。

T97:そ うね、この内側 くらい とい うことにな るね。江戸

時代は、二つの 「兼康」のあるこのあた りまでが町で、

明治の初 めに この あた りまで広がった。四つ の墓地 を

線 で結 んだ内側だ。[中略]とにかく、墓地や 寺に 目をつ

けて も、町の広が りがわか るね。これが、だんだん町

のまん中になった。家 も墓地 も満員 になった。それで

どうした?

村田98:も っとは じっこにいった。

T99:そ うね。 これ を見て ごらんく資料 を提示す る〉

武市100:◎ は墓地です か?

T101:そ う。 これが小平霊園、 これが多摩霊園、 ここが

八王子霊園。千葉県 の松戸市 にも八柱霊園 とい うの

をつ くっているよ。

萩須102:遠 くなったね。

[中略】
T105:学 校ができた頃の東京の町は、四つの墓地の少 し

内側 くらいだった。江戸時代はこの辺まで。あま り広 が

ってないね。それ が明治になってか ら広がって、今 では

広い範囲になってい る。 この町の広が りを見る ときに、

【資料4は 、有 田和正 『学級づ くりと社会科授 業 の改造 ・

中学年』(明 治図書、1985年 、pp.122-130)を もとに筆者

が作成】

資料4を み ると、有 田が、学校 が できた頃 の東京 の

町 は どこまで だった か と発 問す る ところか ら授 業が始

め られて い る(T3やT5)。 子 ども達 は、有 田の発問や

有 田が提示 す る資料 について よ く考 えて い る。 しか し

な が ら、 その発言 は子 ども達 の生活 と必ず しもつなが

っ てはい ない。学 級 での話 し合 い は、有 田か ら与え ら

れた 問題 につい て解 答す るとい う形 で行われ て い る。

有 田は 「東京 の町 の広 が りを 『墓 地』 でみ る」 とい う

内容 を この授 業 のネ タ と考えてお り、そ こへ 授 業を持

ってい く。最後 は子 ども達 に 「東京 の町 の広が りを 『墓

地 』で み る」 とい う新 しい視点 を獲得 させ 、授 業 を終

えてい る。

この よ うに、 「道 の 変化 とく ら しの変 化」 にお いて

は、教材 が授 業にお いて重 要な役割 を果 た してい る こ

とが分か る。 ここで は、有 田の働 きか けに よって 「東

京 の町 の広 が りを 『墓 地』 でみ る」 とい う認識 を子 ど

も達 が深 めて いる こ とが分 かる。

(3)子 どもの 追究

こ こで は、 「道 の変 化 とく ら しの変 化」 単 元全 体 を

通 した子 どもの ノー トを素材 に、切実 性や子 どもの認

識 の変容 をみ て い こ う。 その際 、 この単元 にお け る抽

出児 の一 人、 塩野達 哉 を中心にみ て い くこ とにす る。

塩 野 は2年 生の2弓 月 に郵便 の学習 を した ころか ら

急 に成長 した子 どもで あった とい う。3年 生 に なって

も、 よ く努 力 し、積極 的 に動 きま わ り、 よく調べ ては

書 いて くる子 どもで あっ た とい う。 す でに追 究す る力

は身 につ いて い る子 どもであった とい えよ う。

単 元の始 め に、文京 区 の学習 を して いる頃 の塩 野 の

ノー トをみてみ よ う22。

今までわかったことをま とめると、『百年前 の文京 区は、

ど田舎だった。町 とい えるのは本 こ うだけ。かい道が通

っているか らいがい とひ らけた。道 にそってひ らけた。

広が り方は、 こ うきょの方か らど田舎 の方へ』 とい うこ

とです。 こん どは、東京 の広が りについてや ることにな

ったから、港 区の ことをバ リバ リしらべ ようと思います。

す でに、 町の広 が りが道 と関係 が あ るこ とをつ かん

でい る ことが分か る。 ただ し、 この時 点で は文京 区の
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場 合 につ いての理 解 であ り、一般 化は で きて いな い。

また 、調 べ たい とい う意欲 が強い ことが 分か る。

塩野 は単 元が進 む につれ て、理解 を深 め、視 野 を広

げて い く。 第9時 の授 業後 には、塩 野 は次の よ うに記

して い る23。

今 日は 『学校 がで きた ころの東京の町 はどこま でか』 と

い うこ とを勉 強 しま した。それ を調べ るには ど うした ら

いいかは、先生のい う 「ぼ地」 も一つ あることがわ か り

ま した。 なぜ 、ぼ地の ことでわか るか とい うと、ぼ地 は

町はずれ に作 るか ら、ぼ地のあ るところに、だ いたい 円

をすれ ば、その内がわだ とい うことがわか るか らです。

それに して も、東京 の広が りをみ るヒン トがぼ地 にある

なんて 。 ぼ くは、寺まで調べたのに、ぼ地 には気が

つ かなかった。[中略】先生の写真 に、青山ぼ地 があるか ら、

じっく り見て、どこにあるか さがしてみ ようと思 います。

ここか ら、塩野 が、墓 地 に注 目す る こ とで、東 京 の

町 の広 が りを捉 え られ る よ うにな ってい る こ と、 さ ら

に授業 を きっか けに調べ たい ことをつかん で いる こ と

が 分か る。 こ こか ら、有 田は教材 を使 って子 どもに 問

題 を もたせ てい る とい え る。

続い て、 その次 の授 業 後 には、塩 野は次 の よ うに ノ

ー トに記 してお り24
、墓 地や 町 の広 が りと鉄道 との 関

係 を理解 してい る とい え る。

墓地 が田舎 の方へ広 がったわけがわか りま した。[中略1

墓地 と鉄道 が関係 な さそ うなのに、か くれ た ところに深

い関係が あるみたいです。考 えてみれ ば、鉄道 がなけれ

ば、お はかまい りにも行 けませ ん。 墓地や 家がない と鉄

道 ははったつ しません。 このよ うに墓地 と鉄道 は、みえ

な い関係 がある ことがみ えま した。

この よ うに、塩野 は授 業で学び 分 かった こ とや 、そ

れ を きっか けに調べ たい と思 った こ とを ノー トに記 し

て い る。授 業 が進 む につ れ、塩野 は町 の広が りと交通

の発 達 の関係 につ いて理解 し、交 通 の発 達 を通学(く

ら し)と 関わ らせ て捉 えてい く。 塩野 は調べ る活動 も

積 極 的 に行 ってお り、 友 達 と区役 所 な どを訪れ た り、.

東 京の私鉄 の 地図 を作 った りしてい る。

単元の最 後 には、次 の よ うに記 してい る25。

今 日の勉強の 中心は、 こ う外 を走 る私鉄 と地下鉄 が、 さ

い きん ドッキ ングす るこ とが多くなっている とい うこ と

です。[中略]人間は、だんだんぜい たくになって、わ ざわ

ざ近 くまで鉄道 で行 くよ うになっています。 これ も、鉄

が十分 につか えるよ うになったか らだ と思 います。 これ

か ら先、鉄道 は どうな るかな。 まさか、ぜ んぶ ドッキン

グす るわ けな いな。 もっ とや りたいこ とがあるのに、今

日でおわ りな んてざんね んだな。 でも、お も しろい勉強

だ ったな。 よ く調べた な、 と思いま した。 これ で、少 し

は勉強 もじょ うず になった と思 うな。

塩 野は 、交通 や く らしの発 達 の背景 に鉄 があ る こと

を理解 してお り、 この単元 にお いて、 自分 が よく調 べ

た とふ りかえ ってい る。

この よ うに、塩 野 は身 につ けていた 追究す る力 を発

揮 し、積 極 的 に追究 を行 ってい る。 塩野 は授 業 をきっ

かけ に気 にな った こ とを調べ てお り、塩 野 が調べ る内

容 は必ず しも塩 野の生 活 にかかわ って はい ない。 しか

し、塩野 は誰 に言 われ るで もな く 自ら次 々 に追究活動

を行 って いる。 つま り、生活 とは直接つ なが って いな

くて も、 自 ら解 決せ ず には い られ ない よ うな状 態 にな

って いる とい う意 味 で塩 野 は切 実性 を感 じてい る とい

え よ う。 た だ し、有 田は 「最 初は切 実 な生活 の問題 で

はない けれ ども、追 究 してい る うちに生活 の根 にな る」

26と述 べ てい る よ うに
、子 どもの生 活 を軽視 した わけ

では ない こ とをつ け加 えてお く。

また、 社会認 識 とい う点か らみ る と、塩 野 は、墓地

をき っか けに交通機 関 の広が りと町 の広 が りの関係 、

さ らに は くら し との関係 を捉 え るこ とが で きてお り、

目標 を達成 す る こ とが できて いた とい える。 これ らの

点 は、塩 野 だけ にあて はま るこ とで はない だ ろ う。

以 上 よ り、 「道 の変化 とく らしの変化 」 にお いては 、

次 の こ とが分 か った。有 田は教 師優位 ・教材 優位 の姿

勢 で、意表 をつ く教材 を用 いて いた。 それ に よって、

有 田は子 どもに社会認 識 を獲得 させ て単元 の 目標 へ到

達 させ る とともに、調 べ たい問題 をもたせ てい た。子

ども達は 、生活 とは直接つ なが ってい な くて も、 自ら

解決せ ず に はい られ ない よ うな状 態 にな る とい う意味

で切 実性 を感 じてい た。

5.お わ りに

本稿 で は、切 実性論 争 に着 目 して有 田和正 の授 業を

分析 して きた。 以上 よ り次 の こ とが分 かっ た。

まず 、有 田は 教材優位 ・教師優位 の 姿勢 とな り、意

表 をつ く教材 を用 い て子 ども達 に問題 を持 たせ るよ う

に授 業 を転 換 させ て いた。 その結果 、子 どもが感 じる

切 実性 は、「生活 の 中で 自 ら調 べ たい こ とを見つ け、そ

れ を解 決 しな けれ ば な らない状態 」か ら 「生 活 とは直

接つ なが ってい な くて も、 自ら解決せ ず に はい られ な

い よ うな状 態」へ と変 化 してい た。切 実 性 に必ず しも

「生活 」が含 まれ な くな った ものの、 「自ら解 決せず に

はい られ ない状態 」とい う意 味 は保 たれ てい た。ま た、
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社 会認識 につ い ては、転 換前 は子 ども達 が 自分 の経験

を離れ て単元 の 目標 に到 達 できてい た か ど うかは確 か

でなか ったの に対 し、転 換後 は教師 が意 図す る社 会認

識 を子 どもは確 実 に身 につ けていた。

したが って 、有 田が授 業観 を転 換 させ た理 由には 、

授業 の 目標 で あ る社 会認識 の獲得 を確 実 に子 ど も達 に

保障 す るため とい うこと もあった とい えよ う。 この こ

とは、切実 性論 争 の後 に有 田が述 べ た次 の発 言 「子 ど

もの生活や 学習 ぶ りをみ てい るだけ で、指導 要領 に示

され てい る こ とや、教 科書 に も られて い るよ うな こと

が達成 で きる と考 えてい る とすれ ば、 その人 は よほ ど

お めでたい 方だ とい わね ばな らない」27から も伺 え る。

た だ し有 田の転 換 には、東 京 の子 ども達 の実態 に合

わせ て追 究 を導 き出す た め とい う理 由 もあ った こ とを

忘れ てはな らな い。 この こ とか ら、有 田はそ の転換 に

よっ て、子 どもにあ る意 味 での 「切 実 な」 追 究 と社会

認識 の獲 得 との 両方 を実現 しよ うと した ことが分か る。

この よ うな有 田の転 換 は、 有 田が 当初 、初 志 の会 、

ひ いて は初 期 の社会 科 が重視 した よ うな 問題 解決 学習

か ら学ん でい た こ とを想 起すれ ば、有 田がそ の良 さ と

して捉 えた ある意味 で の 「切実 性」 を残 しなが ら、そ

の弱 さと され る社会認 識 の獲得 の保障 を目指 した過 程

と捉 え るこ とが で きるだ ろ う。 しか しなが ら、 これ ら

2つ をま さに 同時 にかな え るた めには 、有 田が子 ども

に伝 え る社 会認識 は 、子 どもの興 味 ・関心 を引 き、追

究 を促 す こ とが 出来 る面 白い ものに限 定 され ざるをえ

ない。 この 点が 、有 田の取 り組み の課題 とい え よ う。

最後 に、本稿 では抽 出児 一人 に注 目 して分析 を行 っ

たた めに、分析 には不十 分 さが残 る。 これ らにつ いて

は、今 後の課題 とした い。
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